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株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題江

村

元

　
　
　
　
　
一
　
ま
え
が
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二
　
株
式
の
譲
渡
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限
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
三
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算
人
に
つ
い
て
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五
　
む
す
び

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
ま
　
え
　
が
　
き

　
会
社
が
解
散
し
た
時
は
、
合
併
の
場
合
を
除
い
て
、
会
社
の
法
律
関
係
の
整
理
決
済
の
た
め
清
算
ま
た
は
破
産
の
手
続
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
解
散
し
た
会
社
は
、
直
ち
に
権
利
能
力
を
喪
失
す
る
の
で
は
な
く
、
清
算
ま
た
は
破
産
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
な
お
存

続
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
（
商
四
三
〇
条
一
項
、
一
一
六
条
、
一
四
七
条
、
有
七
五
条
一
項
、
破
四
条
）
、
清
算
の
結
了
ま
た
は
破
産
の
終
結
に
よ
つ
て

人
格
は
消
滅
す
る
。
こ
の
た
め
商
法
に
基
づ
く
清
算
中
の
会
社
の
権
利
能
力
が
、
清
算
の
目
的
に
よ
つ
て
制
限
さ
れ
る
か
否
か
の
問
題
が
生
ず

る
。
こ
の
問
題
は
、
解
散
前
の
会
社
の
権
利
能
力
が
、
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
つ
て
制
限
を
受
け
る
か
否
か
の
間
題
と
関
連
し
て
い
る
。
解
散
前

　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
（
一
五
五
三
）



　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
　
（
一
五
五
四
）

の
会
社
に
つ
い
て
は
、
・
商
法
に
民
法
四
三
条
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な
い
た
め
、
古
く
か
ら
論
議
さ
れ
、
判
例
も
極
め
て
多
い
。
判
例
の
大
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
ら
び
に
多
数
説
は
制
限
肯
定
説
を
と
つ
て
い
る
が
、
制
限
否
定
説
も
早
く
か
ら
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
学
説
に
対
し
て
、
近

時
、
高
鳥
正
夫
教
授
は
、
「
制
限
肯
定
説
の
展
開
の
必
要
性
」
す
な
わ
ち
定
款
所
定
の
自
的
は
、
会
社
の
権
利
能
力
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

そ
の
行
為
能
力
の
み
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
行
為
能
力
制
限
説
に
到
達
さ
れ
、
そ
の
場
合
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
清
算
中
の
会
社
は
解
散
前
の
会
社
と
同
一
で
あ
つ
て
、
た
だ
、
そ
の
目
的
が
清
算
の
範
囲
内
に
減
縮
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
所
謂
同
一
説

が
今
日
の
通
説
で
あ
る
が
、
清
算
会
社
の
権
利
能
力
の
範
囲
に
つ
い
て
は
学
説
が
対
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
解
散
前
の
会
社
に
つ
き
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

肯
定
説
を
と
り
、
清
算
会
社
の
権
利
能
力
に
つ
い
て
も
清
算
目
的
に
よ
る
制
限
を
認
め
る
説
（
通
説
）
、
②
解
散
前
の
会
社
に
つ
き
制
限
否
定
説
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
り
な
が
ら
、
清
算
会
社
に
つ
い
て
は
制
限
を
認
め
る
説
、
③
解
散
前
の
会
社
に
つ
き
制
限
否
定
説
を
と
り
、
こ
れ
を
徹
底
し
て
清
算
会
社
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
て
も
制
限
を
認
め
な
い
説
、
④
解
散
前
の
会
社
に
つ
き
制
限
否
定
説
を
と
り
、
清
算
会
社
に
つ
い
て
は
法
令
忙
よ
る
制
限
の
一
場
合
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

し
て
そ
の
制
限
を
認
め
る
説
、
⑤
解
散
前
の
会
社
に
つ
き
行
為
能
力
制
限
説
を
と
り
、
清
算
会
社
に
つ
い
て
も
同
じ
く
清
算
目
的
に
よ
つ
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

行
為
能
力
が
制
限
さ
れ
る
だ
け
で
あ
つ
て
、
、
権
利
能
力
に
は
直
接
の
影
響
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
説
、
等
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
説
を
と
つ
た
に
せ
よ
、
解
散
前
の
商
法
の
諸
規
定
が
、
清
算
の
目
的
に
反
し
な
い
限
り
、
す
な
わ
ち
、
営
業
を

前
提
と
し
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
清
算
会
社
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
商
法
は
、
四
三
〇
条
一
項
で
合
名
会
社

の
清
算
に
関
す
る
諸
規
定
を
、
ま
た
、
二
項
で
解
散
前
の
株
式
会
社
に
関
す
る
諸
規
定
を
清
算
中
の
株
式
会
社
に
準
用
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

が
、
こ
れ
は
例
示
的
列
挙
で
あ
つ
て
、
制
限
的
列
挙
で
は
な
い
。
ま
た
、
定
款
の
規
定
も
、
清
算
に
関
す
る
特
別
規
定
ま
た
は
清
算
の
目
的
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

し
な
い
限
り
、
清
算
中
の
会
社
に
も
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
以
下
に
お
い
て
、
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ

う
o

　
（
1
）
　
注
釈
会
社
法
ω
一
六
四
頁
以
下
（
竹
内
）
参
照
。



（
2
）
　
田
中
誠
二
・
全
訂
会
社
法
詳
論
上
七
六
頁
以
下
、
同
・
会
社
法
研
究
二
二
九
頁
以
下
。

（
3
）
　
高
鳥
・
会
社
法
の
諸
問
題
二
三
頁
以
下
。

（
4
）
注
釈
⑧
の
n
一
八
一
頁
（
中
西
）
、
田
中
誠
・
詳
論
下
一
〇
一
四
頁
そ
の
他
。
判
例
も
同
様
に
解
し
て
い
る
、
大
正
五
・
三
・
四
大
判
民
録
二
二
輯
五
二
二
頁
、
昭
和
四
二
・

　
一
二
二
五
最
三
小
判
。
・

－
（
5
）
　
注
釈
⑧
の
H
一
八
一
頁
（
中
西
）
。

（
6
）
　
田
中
誠
・
詳
論
七
六
頁
。

（
7
）
　
烏
賀
陽
・
商
法
研
究
∬
「
清
算
中
ノ
会
社
二
就
テ
」
三
六
六
頁
、
服
部
・
訂
正
会
社
法
提
要
三
七
頁
。

（
8
）
　
田
中
耕
太
郎
編
・
株
式
会
社
法
講
座
第
一
巻
八
七
頁
（
上
柳
）
。

（
9
）
　
高
鳥
・
会
社
法
の
諸
問
題
三
八
頁
以
下
。

（
10
）
　
注
釈
⑧
の
H
二
五
六
頁
（
村
田
）
、
田
中
誠
・
詳
論
下
一
〇
二
六
頁
、
大
正
二
二
・
七
・
二
八
民
集
三
巻
三
八
一
頁
、
一
九
六
五
年
西
ド
イ
ッ
株
式
法
二
六
四
条
二
項
は
こ
の

　
こ
と
を
明
定
し
て
い
る
。
一
九
三
七
年
ド
イ
ツ
株
式
法
二
〇
五
条
二
項
も
同
じ
で
あ
る
。

（
11
）
　
注
釈
⑧
の
皿
一
八
三
頁
（
中
西
）
。

二
　
株
式
の
譲
渡
制
限
に
つ
い
て

　
定
款
を
も
つ
て
株
式
の
譲
渡
に
つ
ぎ
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
定
款
の
規
定
は
、
清
算
手
続
中
は

そ
の
効
力
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
す
る
現
行
二
〇
四
条
一
項
但
書
に
つ
い
て
の
判
例
は
見
当
ら
な
い
が
、
昭
和
二
五
年
改
正
前
の

旧
二
〇
四
条
一
項
「
株
式
ハ
之
ヲ
他
人
二
譲
渡
ス
コ
ト
ヲ
得
但
シ
定
款
ヲ
以
テ
其
ノ
譲
渡
ノ
制
限
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
妨
ゲ
ズ
」
に
関
し
て
最
高
裁

判
所
は
、
「
改
正
前
の
商
法
の
規
定
は
、
株
式
の
譲
渡
は
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
る
が
、
会
社
が
そ
の
営
業
の
継
続
中
に
お
い
て
、
株
式
の
譲
受

人
た
る
新
株
主
が
介
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
株
主
全
体
の
構
成
に
変
動
を
生
じ
、
こ
れ
に
う
り
従
来
の
株
主
構
成
の
下
に
な
さ
れ
た
会
社
の
経
営
、

に
予
想
し
な
か
つ
た
影
響
を
生
ず
る
惧
れ
な
き
こ
と
を
保
し
難
く
、
こ
の
よ
う
な
惧
れ
を
防
止
し
会
社
経
営
を
安
定
せ
し
め
る
こ
と
を
必
要
と
認

め
た
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
、
定
款
を
も
つ
て
、
会
社
の
営
業
の
存
続
を
前
提
と
し
て
、
株
式
の
自
由
譲
渡
を
制
限
し
う
る
こ
と
を
認
め
た
規

定
と
解
す
る
を
相
当
と
し
、
従
つ
て
前
記
定
款
一
二
条
の
規
定
の
効
力
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
立
法
趣
旨
の
下
に
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
（
一
五
五
五
）



　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
　
（
一
五
五
六
）

な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
清
算
中
の
会
社
は
、
清
算
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
存
続
し
、
営
業
の
存
続
を
前
提
と
す
る
法
の
規
定
は
、

清
算
会
社
に
は
適
用
な
き
に
至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
が
一
度
解
散
し
て
清
算
手
続
に
入
つ
た
以
上
は
、
前
記
改
正
前
の
商
法
二
〇
四
条
一
，

項
但
書
に
基
づ
く
本
件
定
款
二
一
条
の
規
定
に
よ
る
株
式
譲
渡
制
限
は
、
そ
の
必
要
な
き
こ
と
と
な
り
、
株
式
譲
渡
自
由
の
原
則
に
戻
る
べ
ぎ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の
と
い
う
べ
く
、
右
定
款
の
規
定
の
効
力
は
清
算
手
続
中
は
、
停
止
さ
れ
る
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
」
と
判
示
し
た
。
要
す
る
に
こ
の
判
決
は
、

旧
二
〇
四
条
一
項
但
書
自
体
が
営
業
の
存
続
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
る
か
ら
、
清
算
手
続
中
の
会
社
に
は
適
用
が
な
く
、
従
つ
て
、
そ
れ
に
基

づ
く
定
款
の
株
式
譲
渡
制
限
の
定
め
も
、
当
然
に
そ
の
効
力
は
停
止
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
行
二
〇
四
条
一
項
但
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
し
ろ
、
旧
二
〇
四
条
一
項
但
書
に
し
ろ
、
譲
渡
制
限
を
認
め
る
規
定
を
、
営
業
の
存
続
を
前
提
に
し
た
限
定
的
委
任
に
関
す
る
規
定
と
解
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
，
（
1
4
）

こ
と
は
間
題
で
あ
る
。
株
式
会
社
の
清
算
は
、
裁
判
所
の
監
督
下
に
あ
る
法
定
清
算
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
商
法
に
規
定
の

な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
清
算
の
目
的
に
反
し
な
い
限
り
自
治
的
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
（
例
え
ぽ
、
財
産
の
換
価
の
方
法
を
き
め
る
こ
と
、
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

主
に
対
す
る
残
余
財
産
の
分
配
を
金
銭
に
す
る
か
ま
た
は
金
銭
以
外
の
財
産
に
す
る
か
を
き
め
る
こ
と
、
残
余
財
産
分
配
請
求
権
を
放
棄
さ
せ
て
こ
れ
を
他
に
贈
与

　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

す
る
こ
と
）
、
財
産
の
換
価
方
法
と
し
て
営
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
譲
渡
す
る
こ
と
（
二
四
五
条
一
項
一
号
）
、
会
社
継
続
の
決
議
を
な
す
こ
と
（
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

〇
六
条
、
四
一
六
条
一
項
、
九
七
条
）
、
．
定
款
を
変
更
す
る
こ
と
等
も
で
き
る
し
、
ま
た
、
裁
判
所
が
選
任
し
た
清
算
人
以
外
の
清
算
人
に
対
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

株
主
総
会
に
お
い
て
、
何
時
で
も
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
通
常
決
議
を
も
つ
て
解
任
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
（
四
≡
ハ
条
）
。
従
つ
て
、

会
社
が
解
散
を
し
て
清
算
手
続
に
入
つ
た
後
に
お
い
て
も
、
円
滑
迅
速
に
清
算
を
結
了
す
る
た
め
に
は
、
会
社
に
と
つ
て
好
ま
し
く
な
い
者
を
、

株
主
・
株
主
総
会
か
ら
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
〇
四
条
一
項
但
書
を
、
定
款
に
対
す
る
限
定
的
委
任
に
関
す
る
規
定

と
解
す
る
説
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
な
お
、
や
は
り
旧
二
〇
四
条
一
項
但
書
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
解
散
後
の
会
社
が
定
款
を
変
更
し
て
「
当
会
社
の
清
算
中
は
株
主
は
株
式
を
譲

渡
す
る
こ
と
を
禁
ず
但
清
算
人
の
過
半
数
の
決
議
に
よ
り
承
諾
し
た
る
と
き
は
此
限
に
非
ず
」
と
の
条
項
を
追
加
す
る
決
議
を
有
効
と
し
た
判
例



　
（
2
1
）

が
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
譲
渡
制
限
は
原
始
定
款
に
よ
る
べ
き
も
の
か
否
か
を
め
ぐ
つ
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
判
決
は
、
一
般
的
に
、
会
社

は
清
算
中
と
い
え
ど
も
定
款
変
更
の
決
議
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
と
同
時
に
、
問
接
的
に
、
旧
二
〇
四
条
一
項
但
書
は
清
算
中
の

会
社
に
も
適
用
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
定
款
の
定
め
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

　
競
業
避
止
義
務
を
認
め
て
い
る
、

　
の
方
法
を
採
つ
た
場
合
右
清
算
会
社
は
営
業
の
減
価
を
防
止
す
る
た
め
清
算
行
為
の
内
容
と
し
て
従
来
の
営
業
を
継
続
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

　
務
に
関
す
る
商
法
第
二
六
四
条
の
規
定
は
清
算
人
に
つ
い
て
準
用
が
な
い
も
の
と
は
い
え
、

　
お
よ
び
債
務
の
弁
済
、

　
会
社
が
前
述
の
と
お
り
そ
の
営
業
を
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
清
算
人
に
は
当
然
競
業
避
止
の
義
務
が
あ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

（
1
8
）

　
ま
で
は
な
し
う
る
と
す
る
。

（
1
9
）

　
清
算
中
の
会
社
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

（
2
0
）
　
裁
判
所
に
よ
る
解
任
の
場
合
は
、
四
一
六
条
二
項
に
よ
り
「
重
要
ナ
ル
事
由
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
非
訟
事
件
手
続
法
に
よ
る
解
任
で
あ
つ
て

　
三
六
条
、
二
二
七
条
）
、
民
事
訴
訟
法
に
よ
る
解
任
の
訴
と
は
異
る
。

（
2
1
）
注
（
1
9
）
に
記
し
た
浦
和
地
判
。

昭
和
三
六
・
ニ
マ
一
四
最
一
小
判
決
民
集
一
五
巻
一
一
号
二
八
二
二
頁
、
昭
和
二
九
・
三
・
二
六
東
京
地
判
（
新
商
事
判
例
集
第
一
巻
七
二
七
頁
）
も
同
旨
。

最
高
裁
判
所
粗
例
解
説
民
事
篇
昭
和
三
六
年
度
四
三
五
頁
（
右
田
）
。

注
釈
⑧
の
E
一
八
○
頁
（
中
西
）
、
大
正
二
・
六
・
ニ
バ
大
判
民
録
一
九
輯
五
五
五
頁
も
同
旨
。

昭
和
三
一
二
丁
二
四
東
京
地
判
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
号
六
九
頁
。

昭
和
三
二
・
五
・
二
七
大
阪
高
判
下
級
裁
民
集
八
巻
五
号
一
〇
二
六
頁
。

大
正
二
・
六
・
二
八
大
判
民
録
一
九
輯
五
五
五
頁
、
な
お
、
昭
和
三
五
・
一
・
一
四
大
阪
地
判
下
級
裁
民
集
一
一
巻
一
号
二
五
頁
は
、
営
業
譲
渡
の
場
合
、
清
算
人
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
「
そ
も
そ
も
清
算
会
社
は
会
社
債
務
の
弁
済
あ
る
い
は
残
余
財
産
の
分
配
と
し
て
営
業
譲
渡
の
方
法
を
採
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
も
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
み
る
と
取
締
役
の
競
業
避
止
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
清
算
会
社
は
元
来
そ
の
清
算
事
務
と
し
て
現
務
を
結
了
し
、
債
権
の
取
立

　
　
　
　
　
　
残
余
財
産
の
分
配
等
の
行
為
を
な
し
得
る
に
止
り
、
従
つ
て
通
常
、
営
業
は
こ
れ
を
な
し
得
な
い
と
の
前
提
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
や
し
く
も
清
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
と
判
示
し
て
い
る
。

会
社
の
継
続
の
決
議
は
い
つ
ま
で
な
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
争
い
が
あ
る
が
、
昭
和
八
・
二
・
七
大
決
民
集
一
二
巻
二
号
二
一
三
頁
は
、
清
算
手
続
が
終
了
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
注
釈
⑧
の
皿
一
七
頁
（
平
出
）
、
高
鳥
・
会
社
法
の
諸
問
題
四
二
頁
以
下
参
照
。

昭
和
二
・
八
・
六
浦
和
地
判
新
聞
二
八
二
五
号
一
六
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
田
中
誠
・
詳
論
下
一
〇
二
七
頁
は
、
定
款
の
変
更
は
営
業
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

（
非
訟
一

三
　
清
算
人
に
つ
い
て

会
社
が
解
散
し
て
も
、
業
務
執
行
と
直
接
関
係
の
な
い
株
主
総
会
と
監
査
役
は
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
が
、
業
務
執
行
を
担
当
し
て
い
た
取
締
役
、

株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題

一
〇
九
　
　
（
一
五
五
七
）



　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
　
（
一
五
五
八
）

取
締
役
会
及
び
代
表
取
締
役
は
そ
の
存
在
理
由
を
失
い
、
そ
の
代
り
に
清
算
人
、
清
算
人
会
及
び
代
表
清
算
人
が
清
算
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
る
。
商
法
は
、
「
第
二
款
取
締
役
及
取
締
役
会
」
に
関
す
る
多
く
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
か
ら
（
四
三
〇
条
二
項
）
、
清
算
人
が
清
算
人
会
を
構

成
し
て
清
算
事
務
に
関
す
る
意
思
決
定
を
し
、
代
表
清
算
人
が
会
社
代
表
権
を
有
し
て
清
算
事
務
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ω
　
員
数
　
　
清
算
人
の
員
数
に
つ
い
て
は
特
別
の
規
定
が
な
い
た
め
、
一
人
、
二
人
以
上
、
三
人
以
上
と
学
説
が
対
立
し
て
い
る
。
取
締
役

会
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
昭
和
二
五
年
の
改
正
前
に
お
い
て
は
、
清
算
人
は
一
人
あ
れ
ば
足
り
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、

二
五
年
改
正
前
か
ら
四
三
〇
条
二
項
は
取
締
役
の
員
数
に
関
す
る
二
五
五
条
（
現
行
法
と
同
じ
）
を
準
用
し
て
い
な
か
つ
た
が
、
四
三
〇
条
一
項
が

合
名
会
社
の
清
算
事
務
の
執
行
方
法
に
関
す
る
二
一
八
条
「
清
算
人
数
人
ア
ル
ト
キ
ハ
清
算
二
関
ス
ル
行
為
ハ
其
ノ
過
半
数
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス
」

を
準
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
数
人
ア
ル
ト
キ
ハ
」
と
い
う
の
は
一
人
で
も
差
支
え
な
い
と
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
二
五
年
の

改
正
で
取
締
役
会
制
度
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
準
用
（
四
三
〇
条
、
二
五
九
条
～
≡
ハ
○
条
）
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
清
算
人
会
の
制
度

も
導
入
さ
れ
た
が
、
清
算
人
の
員
数
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
（
準
用
あ
る
い
は
新
設
）
を
設
げ
な
か
つ
た
。
立
法
の
不
備
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
こ

れ
が
争
い
の
生
ず
る
原
因
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
通
説
は
、
現
行
法
が
清
算
人
会
を
必
要
機
関
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
算
人
は
二
人
以
上
必

　
　
　
　
　
（
2
2
）

要
で
あ
る
と
説
く
。
一
般
的
に
言
う
な
ら
ば
一
人
よ
り
二
人
の
方
が
よ
り
公
正
妥
当
な
清
算
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
つ
と
も
、

清
算
人
会
が
必
要
機
関
で
あ
る
以
上
、
四
三
〇
条
二
項
で
準
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
五
五
条
の
適
用
を
認
め
て
、
清
算
人
は
三
人
以
上
必
要
で

　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

あ
る
と
い
う
少
数
説
も
あ
る
。
会
議
体
で
あ
る
以
上
、
二
人
以
上
が
よ
い
の
か
、
三
人
以
上
が
よ
い
の
か
、
別
に
科
学
的
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は

な
か
ろ
う
が
A
わ
が
商
法
は
、
明
治
三
三
年
の
旧
商
法
以
来
一
貫
し
て
、
取
締
役
の
員
数
は
三
人
以
上
と
規
定
し
て
い
る
。
上
述
の
二
人
説
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

人
説
に
対
し
て
、
一
人
で
も
足
り
る
と
す
る
説
が
あ
り
、
最
高
裁
も
こ
の
説
を
採
用
し
た
。
こ
の
事
件
は
同
一
の
事
件
で
あ
る
が
、
第
一
次
上
告

審
判
決
（
昭
和
四
二
年
一
二
月
一
五
日
最
二
小
）
で
は
「
か
り
に
株
式
会
社
の
清
算
手
続
が
清
算
人
ひ
と
り
で
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

も
」
と
し
て
事
件
を
高
裁
へ
差
戻
し
、
そ
の
後
の
第
二
次
上
告
審
判
決
（
昭
和
四
六
年
一
〇
月
一
九
日
最
三
小
）
で
は
「
株
式
会
社
の
清
算
人
の
員



数
は
、
法
律
上
必
ず
し
も
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
一
人
し
か
選
任
さ
れ
な
か
づ
た
と
き
は
、
同
人
が
当
然
に
そ
の
会
社
を
代
表
す
る

権
限
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
株
式
会
社
の
清
算
人
の
員
数
は
法
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
商
法
四
三
〇
条
二
項

は
、
清
算
人
に
つ
い
て
取
締
役
会
の
規
定
を
準
用
し
、
清
算
業
務
の
執
行
は
清
算
人
会
が
こ
れ
を
決
し
、
代
表
清
算
人
は
清
算
人
会
に
お
い
て
こ

れ
を
定
め
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
清
算
人
が
二
人
以
上
選
任
さ
れ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
規
定
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

清
算
人
会
の
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
つ
て
、
必
ず
清
算
人
が
二
人
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
判
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

し
て
い
る
。
商
業
登
記
の
実
務
上
も
清
算
人
は
一
人
で
も
よ
い
と
い
う
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
清
算
人
の
員
数
に
関
し
て
は
三
説
あ
る
が
、
一
人
説
で
差
支
え
な
い
と
思
う
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
実
際
に
清
算
が
行
わ
れ

る
の
は
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
会
社
に
多
く
、
そ
の
よ
う
な
小
規
模
会
社
に
あ
つ
て
は
清
算
人
会
の
意
思
決
定
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重
要
問
題

は
ま
ず
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
小
規
模
会
社
に
あ
つ
て
は
、
少
数
の
清
算
人
が
清
算
事
務
を
遂
行
し
た
方
が
手
数
も
時
間
も
費
用
も
か
か
ら
ず
、

円
滑
迅
速
に
清
算
を
結
了
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
、
第
三
に
、
株
式
会
社
の
清
算
は
、
裁
判
所
の
監
督
に
属
し
て
い
る
こ
と
（
非
訟
一
三
六
条
ノ

ニ
、
一
三
五
条
ノ
ニ
五
）
、
第
四
に
、
四
三
〇
条
一
項
が
準
用
し
て
い
る
一
二
九
条
三
項
は
、
「
裁
判
所
ガ
数
人
ノ
清
算
人
ヲ
選
任
ス
亙
場
合
二
於
テ

ハ
」
と
あ
り
、
必
ず
し
も
二
人
以
上
の
選
任
を
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
第
五
双
実
務
慣
行
は
一
人
の
場
合
が
多
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
特

に
弊
害
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
慣
行
は
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
②
　
選
任
　
　
会
社
が
解
散
し
た
時
は
、
解
散
前
の
取
締
役
が
そ
の
清
算
人
と
な
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
（
四
一
七
条
一
項
本
文
、
法
定
清
算
人
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

定
款
の
定
め
ま
た
は
株
主
総
会
に
お
い
て
取
締
役
以
外
の
者
を
選
任
し
た
時
は
そ
の
者
が
清
算
人
と
な
る
（
同
条
同
項
但
書
）
。
以
上
に
よ
つ
て
清

算
人
と
な
る
者
が
い
な
い
時
は
、
裁
判
所
が
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
清
算
人
を
選
任
す
る
（
四
一
七
条
二
項
）
。
会
社
が
、
解
散
を
命
ず
る
裁

判
（
五
八
条
、
四
〇
六
条
ノ
ニ
）
に
よ
り
解
散
し
た
時
は
、
裁
判
所
が
、
利
害
関
係
人
も
し
く
は
法
務
大
臣
の
請
求
に
よ
り
ま
た
は
職
権
を
も
つ
て

清
算
人
を
選
任
す
る
（
四
三
〇
条
一
項
、
＝
三
条
）
。
設
立
無
効
の
判
決
が
確
定
し
て
清
算
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ

　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
（
一
五
五
九
）



　
　
　
株
式
会
社
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清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
一
五
六
〇
）

り
清
算
人
を
選
任
す
る
（
四
二
八
条
三
項
、
一
三
八
条
）
。
と
こ
ろ
で
、
会
社
は
破
産
に
よ
つ
て
解
散
す
る
け
れ
ど
も
、
通
常
は
、
破
産
は
破
産
宣
告

と
同
時
に
破
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
て
、
会
社
財
産
の
管
理
、
換
価
、
配
当
等
の
手
続
を
担
当
す
る
た
め
、
商
法
に
基
づ
く
清
算
人
に
よ
る
清
算

手
続
を
必
要
と
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
破
産
宣
告
と
と
も
に
同
時
破
産
廃
止
の
決
定
（
破
一
四
五
条
一
項
）
を
受
け
た
場
合
は
、
破
産
手
続
は
進
行

し
な
い
。
従
つ
て
、
会
社
は
解
散
と
な
り
な
が
ら
破
産
管
財
人
は
選
任
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
僅
少
で
も
残
余
財
産
が
あ
れ
ば
即
時

清
算
の
必
要
が
あ
り
、
清
算
人
設
置
の
必
要
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
何
び
と
が
清
算
人
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
明
文
の
規
定
が

な
い
。
そ
こ
で
、
第
一
の
説
は
、
商
法
四
一
七
条
一
項
が
破
産
の
場
合
を
除
外
し
た
の
は
、
即
時
清
算
を
必
要
と
し
な
い
通
常
の
破
産
の
場
合
だ

け
で
あ
つ
て
、
同
じ
破
産
の
場
合
で
も
、
即
時
に
清
算
の
必
要
を
生
ず
る
同
時
破
産
廃
止
の
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
四
一
七
条
一
項
の
「
破

産
ノ
場
合
」
に
は
該
当
せ
ず
、
他
の
場
合
と
同
様
に
取
締
役
が
当
然
清
算
人
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
商
法
四
一
七
条
一
項
が
合
併

及
び
破
産
の
場
合
を
除
外
し
た
の
は
、
合
併
の
場
合
は
勿
論
清
算
の
必
要
が
な
く
、
破
産
の
場
合
も
原
則
と
し
て
破
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ
て
破

産
手
続
が
遂
行
さ
れ
る
か
ら
清
算
の
必
要
が
な
い
。
し
か
し
、
破
産
宣
告
と
と
も
に
同
時
破
産
廃
止
の
決
定
を
受
け
た
場
合
は
、
破
産
手
続
は
進

行
し
な
い
し
、
さ
り
と
て
他
に
特
別
の
規
定
も
存
し
な
い
か
ら
、
結
局
は
商
法
に
よ
る
清
算
手
続
を
進
め
る
し
か
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
特
段
の

事
由
の
存
し
な
い
限
り
、
四
一
七
条
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
破
産
宣
告
当
時
の
取
締
役
が
、
当
然
清
算
会
社
の
法
定
清
算
人
と
な
つ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
四
一
年
一
一
月
九
日
大
阪
高
裁
判
決
も
「
右
見
解
に
反
し
、
同
時
廃
止
の
場
合
ま
で
も
四
一
七
条
一
項
所
定
の
除

外
例
に
含
め
、
裁
判
所
に
よ
る
清
算
人
選
任
の
如
き
迂
遠
な
手
段
を
強
い
ね
ば
な
ら
ぬ
実
質
的
理
由
は
存
し
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
第
二
の
説
は
、
破
産
宣
告
と
と
も
に
同
時
破
産
廃
止
の
決
定
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
な
お
残
余
財
産
が
あ
る
と
き
は
、
商
法

四
一
七
条
一
項
に
よ
り
従
前
の
取
締
役
が
当
然
に
清
算
人
に
な
る
と
解
す
る
の
は
相
当
で
な
く
、
同
条
二
項
に
よ
り
裁
判
所
が
、
利
害
関
係
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

請
求
に
よ
り
清
算
人
を
選
任
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
最
高
裁
も
昭
和
四
三
年
三
月
一
五
日
第
二
小
法
廷
判
決
で
、
結
論
と
L
て
は
第
二
の

説
を
と
つ
て
い
る
。
第
一
の
説
よ
り
は
第
二
の
説
の
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
破
産
宣
告
と
と
も
に
同
時
破
産
廃
止
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

決
定
が
あ
つ
て
も
、
破
産
で
あ
る
以
上
そ
の
効
果
に
変
り
は
な
く
、
商
法
四
一
七
条
一
項
の
「
破
産
ノ
場
合
」
に
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時

破
産
廃
止
は
、
破
産
財
団
を
も
つ
て
破
産
手
続
の
費
用
を
償
う
に
足
ら
な
い
こ
と
が
最
初
か
ら
わ
か
つ
て
い
る
場
合
に
、
裁
判
所
が
破
産
宣
告
と

同
時
に
破
産
廃
止
の
決
定
を
な
す
（
破
一
四
五
条
一
項
）
の
で
あ
る
か
ら
、
破
産
の
申
立
を
棄
却
す
る
こ
と
や
破
産
の
取
消
と
は
異
る
。
従
つ
て
、

同
時
破
産
廃
止
も
通
常
の
破
産
と
同
様
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
理
由
の
第
二
は
、
同
時
破
産
廃
止
決
定
が
な
さ
れ
る
の
は
、
破

産
財
団
が
極
め
て
貧
弱
で
破
産
手
続
の
費
用
さ
え
償
う
に
足
ら
な
い
か
ら
で
あ
つ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
債
権
者
間
に
利
害
関
係
の
対
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

生
じ
や
す
く
、
公
正
妥
当
な
清
算
を
期
待
し
う
る
た
め
に
は
、
従
前
の
取
締
役
が
当
然
清
算
人
と
な
る
の
は
適
当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
理
由
の

第
三
は
、
株
主
、
会
社
債
権
者
、
取
引
先
等
に
し
て
み
れ
ば
、
会
社
を
破
産
に
至
ら
し
め
た
取
締
役
に
対
し
て
は
、
個
人
的
信
頼
関
係
が
既
に
失

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
記
の
昭
和
四
三
年
三
月
一
五
日
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決
は
、
「
同
時
破
産
廃
止
の
決
定
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
破
産
手
続
は

行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お
残
余
財
産
が
存
す
る
と
ぎ
に
は
清
算
手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
清
算
人
を
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
商
法
二
五
四
条
三
項
に
よ
れ
ぽ
、
会
社
と
取
締
役
と
の
間
の
関
係
は
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従
う
べ
ぎ
も
の

で
あ
り
、
民
法
六
五
三
条
に
よ
れ
ば
、
、
委
任
は
委
任
者
ま
た
は
受
任
者
の
破
産
に
因
つ
て
終
了
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
取
締
役
は
会
社
の
破
産
に

よ
り
当
然
取
締
役
の
地
位
を
失
う
の
で
あ
つ
て
、
同
時
破
産
廃
止
決
定
が
あ
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
、
既
に
委
任
関
係
の
終
了
し
た
従
前
の
取
締
役

が
商
法
四
一
七
条
一
項
本
文
に
よ
り
当
然
清
算
人
と
な
る
も
の
と
は
解
し
難
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
同
項
但
書
の
場
合
を

除
き
、
同
条
二
項
に
則
り
、
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
つ
て
裁
判
所
が
清
算
人
を
選
任
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し

て
い
る
。
こ
の
判
決
の
結
論
に
は
賛
成
す
る
け
れ
ど
も
、
会
社
が
破
産
宣
告
を
受
け
れ
ぽ
民
法
六
五
三
条
に
よ
り
取
締
役
は
当
然
に
そ
の
地
位
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
3
4
）

失
う
と
い
う
点
は
間
題
で
あ
る
。
会
社
は
破
産
宣
告
を
受
け
て
も
取
締
役
が
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
破
産
財
団
の
管
理
及
び
処
分
を
な
す

権
利
は
破
産
管
財
人
に
専
属
す
る
け
れ
ど
も
（
破
七
条
）
、
破
産
財
団
に
関
係
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
が
そ
の
事
務
の
処
理
を
担
当
す

　
　
　
株
式
会
社
の
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続
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る
若
千
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
　
（
一
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一
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会
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続
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一
一
四
　
　
（
一
五
六
二
）

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
ヤ
従
前
の
取
締
役
は
、
破
産
宣
告
に
よ
り
当
然
そ
の
地
位
を
失
う
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
説
の
分
か
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
資
格
保
持
説
の
方
が
正
当
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
民
法
六
五
三
条
が
委
任
者
の
破
産
を
委
任
の
終
了
原
因
と
し
て
い
る
の

は
、
委
任
者
受
任
者
間
の
信
頼
関
係
の
破
壊
と
い
う
よ
り
は
、
委
任
者
は
破
産
に
よ
つ
て
そ
の
財
産
管
理
権
を
失
い
、
破
産
財
団
の
管
理
処
分
権
’

は
破
産
管
財
人
に
専
属
し
て
し
ま
う
た
め
、
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
関
す
る
委
任
に
つ
い
て
は
、
委
任
関
係
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
無

意
味
な
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
社
が
破
産
し
た
場
合
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
取
締
役
は
決
し
て
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

破
産
財
団
に
関
係
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
事
情
を
最
も
よ
く
知
つ
て
い
る
従
前
の
取
締
役
が
、
引
き
続
い
て
事
務
の
処
理
に
当
る
方

が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
、
破
産
法
一
五
三
条
の
説
明
義
務
、
二
九
〇
条
の
強
制
和
議
の
提
供
等
）
。
資
格
保
持
説
を
と
れ
ば
、
従
前
の
取
締
役
が

そ
の
ま
ま
破
産
宣
告
後
も
取
締
役
と
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
、
株
主
総
会
に
お
い
て
取
締
役
の
改
選
を
す
る
こ
と
は
勿
論
差
支
え

　
（
3
6
）

な
い
し
、
ま
た
、
商
法
二
五
八
条
二
項
に
よ
る
仮
取
締
役
を
選
任
し
て
も
よ
い
。
た
だ
実
際
問
題
と
し
で
、
こ
の
両
者
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
。
以

上
に
対
し
て
資
格
喪
失
説
は
、
破
産
財
団
の
管
理
処
分
権
が
破
産
管
財
人
に
専
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
主
た
る
委
任
事
項
が
消
滅
す
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

る
か
ら
、
破
産
財
団
に
関
係
の
な
い
附
随
的
な
も
の
に
つ
い
て
も
当
然
消
滅
す
る
の
が
委
任
の
本
旨
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
説
に
従
え
ば
、
破
産

宣
告
に
よ
り
取
締
役
を
改
選
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
場
合
に
よ
つ
て
は
、
民
法
六
五
四
条
の
委
任
終
了
後
の
善
処
義
務
の
規

”
定
に
基
づ
き
、
従
前
の
取
締
役
の
活
動
を
認
め
る
こ
と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
な
お
、
破
産
宣
告
後
、
裁
判
所
が
、
破
産
財
団
を
も
つ
て
破
産
手
続
の
費
用
を
償
う
に
足
ら
な
い
と
認
め
て
異
時
破
産
廃
止
の
決
定
（
破
三
五

三
条
）
を
な
し
た
時
に
は
、
何
び
と
が
清
算
人
に
な
る
か
に
つ
い
て
も
明
文
の
規
定
が
な
い
。
破
産
宣
告
に
よ
り
従
前
の
取
締
役
の
資
格
喪
失
の

有
無
と
も
関
連
す
る
問
題
な
の
で
、
更
に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
③
　
休
眠
会
社
の
場
合
　
　
昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
、
休
眠
会
社
の
整
理
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
（
四
〇
六
条
ノ
三
第
一
項
、

昭
和
四
九
年
附
則
二
二
条
一
項
）
。
こ
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
株
式
会
社
（
商
登
九
一
条
ノ
ニ
）
に
も
、
他
の
解
散
原
因
に
よ
つ



て
解
散
し
た
会
社
の
場
合
と
同
様
に
、
商
法
四
一
七
条
以
降
の
清
算
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
．
従
つ
て
、
休
眠
会
社
も
清
算

の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
な
お
存
続
し
、
そ
の
清
算
人
は
清
算
事
務
の
処
理
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
、
既
に
営
業
を
廃
止
し
、

実
質
的
に
は
清
算
事
務
も
完
了
し
て
会
社
の
実
体
を
失
つ
て
い
る
休
眠
会
社
に
あ
つ
て
も
、
こ
の
法
定
の
手
続
を
履
ま
な
け
れ
ば
法
人
格
は
消
滅

し
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
合
、
何
び
と
が
清
算
人
と
な
る
か
に
つ
い
て
問
題
が
生
じ
た
た
め
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
一
五
日
法
務
省
民
事
局
第

四
課
長
依
命
通
知
「
休
眠
会
社
の
整
理
に
よ
り
解
散
し
た
株
式
会
社
の
清
算
人
の
登
記
等
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
コ
、
休
眠
会

社
の
整
理
に
よ
り
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
解
散
時
に
お
い
て
取
締

役
で
あ
つ
た
者
（
商
法
第
二
五
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
取
締
役
の
義
務
を
有
す
る
者
を
含
む
）
が
清
算
人
と
な
る
（
以
下
「
法
定
清
算
△
と
い
う
。
同
法

第
四
一
七
条
参
照
）
。
し
た
が
つ
て
、
解
散
後
の
株
主
総
会
に
お
け
る
清
算
人
の
選
任
は
清
算
人
の
変
更
と
な
る
の
で
、
選
任
に
係
る
清
算
人
の
就

任
の
登
記
を
申
請
す
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
法
定
清
算
人
の
就
任
及
び
退
任
の
登
記
を
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
」
「
二
、
取
締
役
の
変
更
が
あ

つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
法
定
清
算
人
の
就
任
の
登
記
の
前
提
と
し
て
取
締
役
の
変
更
の
登
記
を
す

る
こ
と
を
要
す
る
。
」
（
以
下
略
）
と
し
て
商
業
登
記
上
取
扱
つ
て
い
る
。
妥
当
な
措
置
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
右
の
依
命
通
知
一
に
出
て
く
る
法
律
ま
た
は
定
款
に
定
め
る
取
締
役
の
員
数
を
欠
く
に
至
つ
た
時
の
処
置
と
し
て
、
商
法
二
五
八
条
一

項
は
、
任
期
の
満
了
ま
た
は
辞
任
に
よ
つ
て
退
任
し
た
取
締
役
は
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
取
締
役
の
就
職
す
る
ま
で
、
な
お
取
締
役
の
権
利
義
務

を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
退
任
取
締
役
が
、
四
一
七
条
一
項
の
取
締
役
の
中
に
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。
し
か

　
　
　
　
（
3
9
）

し
、
最
高
裁
な
ら
び
に
依
命
通
知
は
、
退
任
取
締
役
も
含
ま
れ
る
と
積
極
的
に
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
賛
成
で
あ
る
。
二
五
八
条
一
項
の
「
傍
取

締
役
ノ
権
利
義
務
ヲ
有
ス
」
と
は
、
欠
員
を
生
じ
た
場
合
の
臨
時
的
措
置
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
取
締
役
の
資
格
が
継
続
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

の
と
異
な
ら
な
い
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
け
れ
ど
も
、
退
任
取
締
役
が
依
然
取
締
役
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
取
締
役
と

　
　
　
　
（
4
1
）

同
一
に
取
扱
い
、
そ
の
取
締
役
の
権
利
義
務
そ
の
他
こ
れ
に
関
す
る
一
切
の
規
定
を
適
用
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
る
方
が
、
よ
り
適
切
な
解
釈

　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
　
（
一
五
六
三
）



　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
一
五
六
四
）

で
は
な
か
ろ
う
か
。
解
任
さ
れ
た
取
締
役
と
は
異
つ
て
、
任
期
の
満
了
ま
た
は
辞
任
に
よ
つ
て
退
任
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
と
の
間
の
信
頼

関
係
は
別
に
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
つ
て
、
会
社
の
解
散
と
と
も
に
四
一
七
条
一
項
本
文
に
よ
り
法
定
清
算
人
に
な
つ
て
も
何
等
差
支
え

な
い
と
思
う
。
判
例
も
「
会
社
の
代
表
取
締
役
某
は
、
会
社
の
解
散
前
す
で
に
取
締
役
と
し
て
の
任
期
を
満
了
し
て
い
た
が
、
後
任
の
選
任
が
行

わ
れ
な
か
つ
た
か
ら
、
右
解
散
当
時
商
法
二
五
八
条
に
よ
り
依
然
取
締
役
の
権
利
義
務
を
有
し
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
同
人
は
、
そ
の
解
散
と

同
時
に
当
然
会
社
の
清
算
人
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
に
至
つ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
つ
て
（
商
法
四
三
〇
条
二
項
、
二
五
八
条
、
四
一
七
条
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

項
本
文
参
照
）
、
同
法
四
一
七
条
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
退
任
取
締
役

が
、
法
定
清
算
人
に
就
職
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
な
ら
ば
、
四
一
七
条
一
項
但
書
に
よ
り
株
主
総
会
で
他
人
を
選
任
し
て
も
よ
い
し
、

ま
た
、
四
二
六
条
に
よ
り
解
任
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
二
五
八
条
は
、
あ
く
ま
で
も
臨
時
的
な
措
置
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
43
）

期
に
わ
た
つ
て
取
締
役
ま
た
は
清
算
人
と
し
て
の
権
利
義
務
を
有
す
る
こ
と
は
、
法
の
趣
旨
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
26　　　　25　24　23　22

）　は））））つ
き
法
律
は
な
ん
ら
そ
の
選
定
の
方
法
を
制
限
し
て
い
な
い
か
ら
、

い
と
し
う
が

（
27
）

（
2
8
）

（
29
）

（
3
0
）

（
31
）

最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
四
六
年
度
（
小
倉
）
二
八
六
頁
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
参
照
、
注
釈
⑧
の
π
一
九
二
頁
（
中
西
）
、
同
二
五
七
頁
（
村
田
）
。

服
部
・
会
社
法
一
六
九
頁
、
小
川
・
「
企
業
の
解
体
」
経
営
法
学
全
集
H
三
五
〇
頁
で
実
務
上
は
三
人
以
上
あ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
説
べ
。

注
（
2
2
）
の
判
例
解
説
二
八
六
頁
参
照
。

昭
和
二
六
年
八
月
六
日
民
事
甲
第
ニ
ハ
一
九
号
民
事
局
長
通
達
「
改
正
非
訟
事
件
手
続
法
等
の
施
行
に
伴
う
登
記
事
務
取
扱
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
「
株
式
会
社
の
清
算
人

二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
清
算
人
中
代
表
清
算
人
で
な
い
者
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
代
表
清
算
人
の
登
記
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

大
正
四
・
一
〇
・
二
一
東
京
地
判
（
新
聞
一
〇
八
九
号
一
五
頁
）
、
及
び
、
大
正
五
・
一
一
・
一
八
東
京
控
判
（
新
聞
一
二
〇
二
号
二
〇
頁
）
に
よ
る
と
、
清
算
人
の
選
任
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
主
総
会
に
お
い
て
株
主
自
ら
直
接
に
そ
の
選
定
を
し
て
も
よ
い
し
、
取
締
役
に
一
任
す
る
決
議
を
し
て
も
よ

、
　
ミ
株
主
総
会
で
選
任
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
株
主
総
会
の
決
議
で
清
算
人
そ
の
も
の
を
選
任
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
こ
の
判
決
に
は
反
対
で
あ
る
。

注
釈
⑧
の
五
↓
八
九
頁
（
中
西
）
。

高
民
集
一
九
巻
六
号
五
一
八
頁
、
金
融
法
務
事
情
四
六
六
号
（
昭
和
四
二
・
二
・
一
五
）
三
〇
頁
。

昭
和
三
七
・
三
・
二
七
大
阪
高
裁
決
定
高
民
集
一
五
巻
四
号
二
四
九
頁
。

民
集
二
二
巻
三
号
六
二
五
頁
、
こ
の
事
件
の
原
審
は
注
（
2
8
）
で
あ
る
。

昭
和
三
七
・
九
・
一
八
民
事
甲
第
二
六
九
二
号
民
事
局
長
回
答
に
よ
る
と
、
同
時
破
産
廃
止
に
よ
り
登
記
用
紙
を
閉
鎖
し
た
会
社
に
っ
い
て
、
積
極
財
産
が
存
す
る
こ
と
を
事



　
由
と
し
て
清
算
人
就
任
登
記
の
申
請
が
あ
つ
た
と
ぎ
は
、
受
理
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

（
3
2
）
　
ジ
ュ
リ
ス
上
三
六
号
九
二
頁
商
事
判
例
研
究
（
椎
原
）
。

（
認
）
　
前
掲
に
同
じ
。

（
諮
）
　
大
正
九
・
五
・
二
九
大
判
民
録
二
六
輯
八
O
O
頁
、
江
村
・
会
社
法
一
九
六
頁
。
破
産
の
場
合
に
は
、
破
産
管
財
人
が
破
産
の
た
め
の
事
務
を
執
行
す
る
が
、
破
産
管
財
人

　
は
、
そ
の
性
質
上
会
社
の
利
益
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
破
産
手
続
上
会
社
の
利
益
を
代
表
す
る
者
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
破
産
管
財
人
の
事
務
が
限
定
さ
れ
て
い
て

　
（
破
七
条
、
一
六
二
条
等
）
、
会
社
の
事
務
全
般
に
及
ば
な
い
こ
と
、
の
理
由
に
よ
つ
て
、
や
は
り
取
締
役
と
い
う
機
関
が
必
要
と
な
る
。

（
35
）
　
大
正
一
四
・
一
・
二
六
大
判
民
集
四
巻
一
号
八
頁
。
大
隅
・
会
社
法
概
説
一
二
〇
頁
。
な
お
、
金
融
法
務
事
情
八
四
五
号
（
昭
和
五
三
二
・
二
五
）
四
頁
以
下
『
破
産
会
社
・

　
更
生
会
社
と
商
業
登
記
」
パ
稲
葉
）
参
照
。

（
3
6
）
　
会
社
更
生
法
二
二
〇
条
は
、
更
生
計
画
に
お
け
る
取
締
役
等
の
変
更
を
認
め
て
い
る
。

（
3
7
）
　
加
藤
・
「
株
式
会
社
の
破
産
」
破
産
法
研
究
五
巻
八
三
頁
以
下
、
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
上
昭
和
四
三
年
度
二
一
五
頁
（
千
種
）
。

（
3
8
）
　
廃
止
決
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
破
産
管
財
人
の
任
務
は
一
般
的
に
終
了
し
、
破
産
者
は
、
破
産
財
団
所
属
財
産
の
管
理
処
分
権
を
回
復
し
、
破
産
者
の
法
律
行
為
に
対
す
る
破
産

　
法
の
制
限
は
一
切
消
滅
す
る
。

（
鎗
）
　
昭
和
四
四
・
三
・
二
八
最
二
小
判
民
集
二
三
巻
三
号
六
四
五
頁
、
昭
和
四
三
・
四
・
二
六
東
京
高
判
東
高
民
時
報
一
九
巻
四
号
九
六
頁
も
同
旨
。

（
4
0
）
　
高
鳥
・
会
社
法
一
六
〇
頁
。

（
瓠
）
　
法
は
こ
の
よ
う
な
者
に
つ
い
て
登
記
の
明
文
規
定
を
お
い
て
い
な
い
が
、
昭
和
四
三
年
一
二
月
二
四
日
最
三
小
判
決
民
集
二
二
巻
二
言
互
≡
二
四
頁
に
よ
る
と
、
株
式
会
社
の

　
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
の
任
期
満
了
ま
た
は
辞
任
に
よ
り
、
法
律
ま
た
は
定
款
に
定
め
る
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
の
員
数
を
欠
く
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
た
に
選
任
さ

　
れ
た
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
が
就
任
す
る
ま
で
、
退
任
に
よ
る
変
更
登
記
は
許
さ
れ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
商
業
登
記
の
実
務
上
も
昔
か
ら
こ
の
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
お
り
、
最

　
高
裁
も
こ
の
先
例
に
従
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
銘
）
注
（
3
9
）
の
最
二
小
判
。

（
4
3
）
　
判
例
解
説
民
事
篇
（
下
）
昭
和
四
四
年
度
九
一
五
頁
（
奈
良
）
。

四
　
株
主
総
会
と
計
算
書
類
に
つ
い
て

　
会
社
が
清
算
に
入
つ
た
後
に
お
い
て
も
、
株
主
総
会
は
清
算
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
存
続
し
、
商
法
ま
た
は
定
款
に
定
め
る
事

項
に
つ
い
て
決
議
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
商
法
四
三
〇
条
二
項
は
、
総
会
招
集
の
決
定
（
壬
三
条
）
、
少
数
株
主
の
総
会
招
集
請
求
（
二
三
七

　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
一
一
七
　
　
（
一
五
六
五
）



　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
　
（
一
五
六
六
）

条
）
、
検
査
役
の
選
任
（
二
三
八
条
）
、
総
会
議
事
録
の
作
成
方
式
（
二
四
四
条
二
項
）
、
決
議
取
消
の
訴
（
二
四
七
条
、
二
四
九
条
）
等
の
諸
規
定
を
清

算
中
の
株
主
総
会
に
準
用
す
る
旨
定
め
て
い
る
が
、
勿
論
こ
れ
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
解
散
前
の
総
会
に
関
す
る
諸
規
定
が
清
算
の
目
的

に
反
し
な
い
限
り
す
べ
て
清
算
中
の
株
主
総
会
に
も
適
用
さ
れ
る
。
総
会
の
決
議
の
な
か
に
、
清
算
の
目
的
と
一
致
せ
ず
も
し
く
は
清
算
に
関
す

る
強
行
法
規
に
違
背
す
る
も
の
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
清
算
人
は
、
当
該
決
議
を
無
効
と
み
な
し
て
、
こ
れ
を
無
視
し
て
行
動
し
て
差
支
え
な

（
必
）
い
。
株
主
総
会
は
、
原
則
と
し
て
、
清
算
人
会
が
総
会
の
招
集
決
定
を
な
し
（
四
三
〇
条
二
項
、
二
三
一
条
）
、
こ
れ
に
従
つ
て
代
表
清
算
人
が
招
集

す
る
。
清
算
中
の
会
社
に
も
定
時
総
会
（
二
三
四
条
）
と
臨
時
総
会
（
二
三
五
条
）
の
区
別
が
あ
る
。
定
時
総
会
招
集
の
時
期
に
つ
い
て
は
若
干
の

問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
解
散
後
の
会
社
に
お
い
て
、
決
算
期
な
る
も
の
が
、
存
在
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
年
二
回
決
算
会
社
に
あ
つ
て
は
、
解
散

後
の
定
時
総
会
は
年
一
回
で
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
従
前
ど
お
り
年
二
回
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
の
二
点
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
昭
和
四
九
年

の
商
法
改
正
で
、
株
主
名
簿
の
閉
鎖
期
間
が
三
月
内
（
二
二
四
条
ノ
三
第
二
項
）
と
伸
長
さ
れ
た
た
め
、
現
在
で
は
年
一
回
決
算
の
会
社
が
多
く
な

つ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
従
前
ど
お
り
年
二
回
決
算
の
会
社
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
招
集
時
期
に
つ
い
て
第
一
説
は
、
解
散
前
の
会
社
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

け
る
と
同
じ
時
期
に
開
催
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
第
二
説
は
、
清
算
中
の
会
社
に
あ
つ
て
は
、
営
業
の
存
続
を
前
提
と
す
る
利
益
配
当
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
46
）

の
だ
か
ら
二
三
四
条
二
項
の
適
用
は
な
く
、
同
条
一
項
の
適
用
が
あ
る
の
み
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
説
は
、
会
社
が
解
散
後
最
初
に
開
催
す
る
株

主
総
会
は
、
商
法
四
一
九
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
清
算
財
産
目
録
及
び
清
算
貸
借
対
照
表
の
承
認
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

れ
を
基
準
に
し
て
毎
年
一
回
一
定
の
時
期
に
総
会
を
開
催
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
第
一
説
が
正
当
と
思
う
。
思
う
に
、
会
社
は
解
散
す
れ
ば
、

利
益
配
当
の
基
準
と
な
る
日
と
し
て
の
決
算
期
は
無
意
味
と
な
る
け
れ
ど
も
、
，
商
法
四
二
〇
条
の
貸
借
対
照
表
及
び
事
務
報
告
書
を
作
成
す
る
た

め
の
基
準
と
な
る
日
と
し
て
の
決
算
期
は
依
然
存
在
し
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
決
算
期
と
定
時
総
会
に
関
す
る
定
款
の
定
め
は
、

解
散
後
も
そ
の
ま
ま
有
効
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
、
二
三
四
条
二
項
の
規
定
も
、
そ
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
四
二

〇
条
と
の
関
係
で
、
解
散
前
と
同
様
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
解
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
従
つ
て
、
第
二
説
は
こ
れ
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま



た
解
散
前
の
会
社
と
清
算
中
の
会
社
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
所
謂
同
一
説
が
今
日
の
通
説
で
あ
り
判
例
の
と
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
清
算
人

が
、
決
算
期
及
び
定
時
総
会
に
関
す
る
定
款
の
定
め
を
無
視
し
て
清
算
事
務
を
進
め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
つ
て
、
第
三
説
も
こ
れ
を
と

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
説
を
と
る
に
し
て
も
、
株
主
総
会
は
清
算
中
で
あ
つ
て
も
定
款
を
変
更
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
か

（
4
9
）

ら
、
招
集
時
期
を
変
更
し
て
も
よ
い
し
、
ま
た
、
年
二
回
だ
つ
た
定
時
総
会
を
年
一
回
に
変
更
し
て
も
差
支
え
な
い
。
た
だ
そ
の
場
合
、
解
散
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
（
5
1
）

の
最
後
の
定
時
総
会
と
解
散
後
の
最
初
の
定
時
総
会
と
は
一
年
を
超
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
臨
時
総
会
の
招
集
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
六
ヵ
月
前
よ
り
引
続
き
発
行
済
株
式
の
総
数
の
百
分
の
三
以
上
に
当
る
株
式
を
有
す
る
株
主

が
総
会
の
招
集
を
な
し
た
場
合
に
、
こ
れ
κ
基
づ
い
て
招
集
す
る
臨
時
総
全
に
つ
い
て
は
明
文
の
準
用
規
定
が
あ
る
が
（
四
三
〇
条
二
項
、
≡
二
七

条
）
、
代
表
清
算
人
が
必
要
あ
る
場
合
に
随
時
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
文
の
規
定
は
な
い
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

し
、
二
三
五
条
の
適
用
を
認
め
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
清
算
手
続
と
し
て
営
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
譲
渡
（
二
四
五
条
）
、
清

　
　
　
　
　
（
5
3
）

算
人
の
競
業
行
為
に
関
す
る
認
許
（
二
六
四
条
、
四
三
〇
条
二
項
、
二
五
四
条
ノ
ニ
、
清
算
行
為
の
内
容
と
し
て
従
来
の
営
業
を
継
続
す
る
場
合
〉
、
定
款
変

更
（
三
四
二
条
）
、
会
社
継
続
（
四
〇
六
条
、
四
工
ハ
条
一
項
、
九
七
条
）
、
清
算
人
の
解
任
（
四
二
六
条
）
等
に
関
し
て
、
急
を
要
す
る
場
合
に
は
、
臨

時
総
会
を
開
催
し
て
決
議
す
れ
ば
よ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
で
監
査
制
度
が
強
化
さ
れ
た
が
、
清
算
中
の
会
社
に
つ
い
て
も
計
算
書
類
及
び
附
属
明
細
書
の
作
成
、

監
査
、
備
置
、
閲
覧
・
謄
抄
本
交
付
及
び
承
認
に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
た
。
即
ち
、
清
算
人
は
、
定
時
総
会
の
会
目
よ
り
五
週
間
前
に
貸
借

対
照
表
及
び
事
務
報
告
書
を
、
三
週
間
前
に
そ
の
阻
属
明
細
書
を
監
査
役
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
（
四
二
〇
条
一
項
）
。
監
査
役
に
ょ
る
監
査

期
間
を
伸
長
し
て
監
査
の
充
実
を
は
か
つ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
清
算
中
の
会
社
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
及
び
附
属
明
細
書
の
記
載
事
項
等
に
つ

い
は
規
定
が
な
い
が
、
営
業
中
の
会
社
に
関
す
る
「
株
式
会
社
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
附
属
明
細
書
に
関
す
る
規
則
」
を
参
考
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

べ
き
で
あ
ろ
う
。
監
査
役
は
、
定
時
総
会
の
会
日
よ
り
一
週
間
前
に
右
の
書
類
に
関
す
る
監
査
報
告
書
を
清
算
人
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る

　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
　
（
一
五
六
七
）



　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
（
一
五
六
八
）

（
同
条
二
項
）
。
監
査
役
は
、
貸
借
対
照
表
及
び
事
務
報
告
書
に
つ
い
て
は
四
週
間
、
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
は
二
週
間
、
そ
れ
ぞ
れ
監
査
期
間
を

有
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
監
査
報
告
書
の
記
載
事
項
は
法
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び
定
款
に
従
つ
て
会
社
の

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
（
二
八
一
条
ノ
三
第
二
項
三
号
参
照
）
、
事
務
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
真
実
で
あ
る

か
否
か
、
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び
定
款
に
従
つ
て
会
社
の
財
産
状
態
及
び
清
算
事
務
の
明
細
を
正
し
く
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
否

か
（
計
算
規
則
四
五
条
一
項
参
照
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
清
算
人
は
、
定
時
総
会
の
会
日
の
一
週
間
前
よ
り
、
貸
借
対
照
表
、

事
務
報
告
書
、
附
属
明
細
書
及
び
こ
れ
ら
に
関
す
る
監
査
報
告
書
を
本
店
に
備
え
置
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
（
四
二
〇
条
三
項
）
。
こ
れ
ら
の
備
置

書
類
に
つ
い
て
、
株
主
及
び
債
権
者
は
、
閲
覧
権
及
び
謄
抄
本
交
付
請
求
権
を
有
す
る
（
同
条
四
項
、
二
八
二
条
二
項
）
。
清
算
人
は
、
貸
借
対
照
表

及
び
事
務
報
告
書
を
定
時
総
会
に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
を
要
す
る
（
四
二
〇
条
五
項
）
。
こ
の
承
認
が
あ
つ
た
時
は
、
清
算
人
及
び

監
査
役
に
不
正
の
行
為
が
な
い
限
り
、
二
年
の
経
過
に
よ
り
、
清
算
人
及
び
監
査
役
の
責
任
は
解
除
さ
れ
る
（
四
三
〇
条
二
項
、
二
八
四
条
）
。

　
昭
和
四
九
年
の
改
正
前
の
商
法
二
八
一
条
、
二
八
二
条
、
二
九
三
条
ノ
五
、
四
三
〇
条
二
項
に
関
し
て
、
昭
和
四
六
年
六
月
三
日
最
一
小
判
決

（
民
集
二
五
巻
四
号
四
六
九
頁
）
は
、
計
算
書
類
は
定
時
総
会
終
了
後
も
二
八
二
条
の
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
り
備
置
義
務
が
あ
る
こ
と
、
株
式
会

社
の
債
権
者
は
、
そ
の
債
権
の
一
般
担
保
で
あ
る
会
社
財
産
の
状
況
に
つ
い
て
重
要
な
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
総
会
終

了
後
も
二
八
二
条
二
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
会
社
に
対
し
、
計
算
書
類
の
閲
覧
・
謄
抄
本
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
を

判
示
し
た
。
株
主
に
つ
い
て
は
特
に
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
勿
論
認
め
ら
れ
る
。
昭
和
四
九
年
の
改
正
で
、
解
散
前
の
会
社
に
あ
つ
て
は
二

八
一
条
一
項
の
書
類
（
計
算
書
類
と
附
属
明
細
書
）
及
び
監
査
報
告
書
を
、
清
算
中
の
会
社
に
あ
つ
て
は
貸
借
対
照
表
、
事
務
報
告
書
、
附
属
明
細
書

及
び
監
査
報
告
書
を
、
定
時
総
会
の
会
日
の
一
週
間
前
か
疹
本
店
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
た
（
二
八
二
条
一
項
、
四
二
〇
条
二
項
、

大
会
社
に
あ
っ
て
は
監
査
特
例
法
一
六
条
）
。
こ
れ
ら
の
備
置
書
類
に
つ
い
て
、
株
主
及
び
会
社
の
債
権
者
の
閲
覧
権
及
び
謄
抄
本
交
付
請
求
権
は
従

前
通
り
で
あ
る
（
商
法
二
八
二
条
二
項
、
四
二
〇
条
四
項
、
監
査
特
例
法
一
六
条
）
。
備
置
義
務
の
始
期
に
つ
い
て
は
定
時
総
会
の
会
日
の
一
週
間
前
か



ら
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
終
期
に
つ
い
て
ば
明
文
が
な
い
。
そ
の
た
め
説
が
分
れ
る
。
第
一
説
は
、
株
主
総
会
終
了
後
も
、
計
算
書
類
の
保
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

期
間
内
（
三
六
条
）
は
そ
の
備
置
義
務
を
認
め
る
。
第
二
説
は
、
二
八
二
条
は
、
株
主
総
会
で
承
認
さ
れ
る
前
の
計
算
書
類
に
関
す
る
r
規
定
で
あ

る
か
ら
、
備
置
義
務
は
株
主
総
会
の
終
了
ま
で
で
足
り
る
け
れ
ど
も
、
公
示
主
義
の
徹
底
と
い
う
見
地
か
ら
、
株
主
総
会
終
了
後
も
二
八
二
条
の

　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

類
推
適
用
を
認
め
る
。
第
二
説
が
正
当
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
株
主
総
会
終
了
後
も
、
株
主
に
と
つ
て
は
、
取
締
役
、
清
算
人
の
責
任
追
及

（
二
六
六
条
、
二
六
六
条
ノ
三
、
二
八
四
条
、
四
三
〇
条
二
項
）
少
数
株
主
に
よ
る
株
主
総
会
招
集
請
求
（
二
三
七
条
、
四
三
〇
条
二
項
）
等
の
た
め
右
の

書
類
の
公
示
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
会
社
債
権
者
に
と
つ
て
も
「
債
権
の
一
般
担
保
で
あ
る
会
社
財
産
の
状
況
に
つ
い
て
重
要
な
利
害
関
係
を

有
す
る
」
（
昭
和
四
六
年
六
月
三
日
最
一
小
判
理
由
）
た
め
、
右
の
公
示
は
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
立
法
論
と
し
て
は
、
昭
和
三
七
年
二
月
二
日

，
法
務
省
法
制
審
議
会
決
定
の
商
法
改
正
要
綱
第
＝
二
「
株
式
会
社
は
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
登
記
所
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
何
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

も
ご
れ
ら
の
書
類
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
の
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
予
算
の
関
係
で
立
法

化
さ
れ
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
へ
株
主
は
と
に
か
く
と
し
て
、
会
社
債
権
者
、
将
来
の
債
権
者
、
さ
ら
に
は
一
般
投
資
家
の
た
め
に
、
一
定
規
模
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

上
の
株
式
会
社
に
対
し
て
は
、
し
か
る
べ
ぎ
公
示
の
制
度
を
立
法
化
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
立
法
措
置
が
と
ら
れ
た
と
し
て
も
、
株

主
総
会
提
出
前
の
計
算
書
類
、
監
査
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
会
社
の
本
店
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

　
（
必
）
　
大
正
二
・
八
．
一
八
大
決
民
録
一
九
輯
六
九
三
頁
、
大
正
二
年
東
京
地
決
新
聞
八
七
九
号
一
七
頁
（
判
決
月
日
不
詳
）
、
新
商
事
判
例
集
第
二
巻
五
七
六
頁
。

　
（
4
5
）
　
大
隅
・
前
掲
二
三
三
頁
。

　
（
菊
）
　
田
中
誠
ほ
か
．
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
一
二
八
八
頁
。
た
だ
し
「
定
款
で
年
二
回
一
定
の
時
期
に
招
集
す
る
旨
の
規
定
の
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い

　
　
わ
れ
る
。

　
（
邸
）
　
味
村
編
・
実
務
相
談
株
式
会
社
法
四
七
〇
頁
（
水
田
）
。

　
（
4
8
）
　
注
釈
⑧
の
H
四
二
〇
頁
（
中
西
）

　
（
4
9
）
注
（
1
9
）
参
照
。

　
　
　
株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
　
（
一
五
六
九
）



　
　
株
式
会
社
の
湾
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
　
（
一
五
七
〇
）

（
50
）
　
注
釈
⑧
の
五
四
二
〇
頁
（
中
西
）

（
駆
）
　
清
算
中
の
会
社
の
定
時
総
会
招
集
の
時
期
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
実
務
相
談
株
式
会
社
法
五
九
四
頁
以
下
「
解
散
会
社
の
定
款
等
と
定
時
株
主
総
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
」

　
（
村
上
）
に
詳
し
い
。

（
52
）

（
5
3
）

（
5
4
）

（
5
5
）

（
56
）

（
5
7
）

田
中
誠
・
詳
論
下
一
〇
七
二
頁
。

注
（
1
7
）
参
照
。

四
三
〇
条
二
項
は
、
二
八
三
条
二
項
を
準
用
し
て
い
な
い
か
ら
、
定
時
総
会
の
招
集
通
知
に
こ
れ
ら
の
監
査
報
告
書
の
謄
本
を
添
附
す
る
必
要
は
な
い
。

田
中
誠
ほ
か
・
コ
ソ
メ
ソ
タ
ー
ル
会
社
法
八
七
五
頁
。

田
中
誠
．
詳
論
下
巻
七
七
二
頁
、
昭
和
四
一
．
一
〇
．
一
二
東
京
高
判
下
級
民
集
一
七
巻
九
．
一
〇
合
併
号
九
五
三
頁
。

一
九
六
五
年
西
ド
イ
ッ
株
式
法
｝
七
七
条
は
、
年
度
決
算
書
及
び
営
業
報
告
書
の
商
業
登
記
簿
へ
の
提
出
、
年
度
決
算
書
の
公
告
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
慶
大
商
法
研
究

　
会
・
西
独
株
式
法
三
三
六
頁
参
照
）
。

（
58
）
　
注
釈
⑥
四
七
頁
（
服
部
）
、
週
刊
金
融
・
商
事
判
例
二
九
五
号
（
一
九
七
二
・

覧
権
と
謄
抄
杢
父
付
請
求
権
を
有
す
る
か
」
（
吉
永
）
。

五
　
む

す

び

一
・
三
一
）
二
頁
以
下
「
株
式
会
社
の
債
権
者
は
定
時
総
会
後
も
総
会
承
認
の
計
算
書
類
の
閲

　
株
式
会
社
の
清
算
は
、
合
名
会
社
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
任
意
清
算
（
二
七
条
～
一
一
九
条
）
を
全
く
認
め
ず
、
必
ず
法
定
清
算
に
よ
る
厳
格
な

手
続
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
対
外
的
に
は
、
株
式
会
社
は
物
的
会
社
で
あ
る
か
ら
、
会
社
財
産
が
会
社
債
権
者
に
と
つ
て
唯
一
の

担
保
に
な
つ
て
い
る
こ
と
、
対
内
的
に
は
、
株
主
相
互
問
に
人
的
信
頼
関
係
が
な
く
、
単
に
資
本
的
多
数
決
主
義
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
会
社
債
権
者
な
ら
び
に
株
主
の
保
護
の
た
め
に
は
清
算
を
会
社
の
自
治
に
委
せ
る
の
は
適
当
で
な
く
、
強
行
規
定
を
も
つ

て
規
律
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
所
謂
大
会
社
に
あ
つ
て
は
、
商
法
四
〇
四
条
の
解
散
原
因
の
う
ち
、
合

併
と
破
産
以
外
が
生
ず
る
こ
と
は
殆
ん
ど
あ
り
え
な
い
し
、
ま
し
て
や
休
眠
会
社
の
整
理
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
大
会
社
は
、
た

と
え
窮
境
に
あ
つ
て
も
再
建
の
見
込
み
が
あ
る
な
ら
ば
、
商
法
の
整
理
（
三
八
一
条
～
四
〇
三
条
）
か
会
社
更
生
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
事
業
の
維
持
更
生
を
図
る
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
、
商
法
の
規
定
に
よ
る
清
算
が
行
わ
れ
る
株
式
会
社
は
、
実
際
に
は
、
．
比
較
的
規
模
，
の
小
さ



い
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
．
一
定
規
模
以
下
の
株
式
会
社
の
通
常
清
算
手
続
に
つ
い
て
は
、
任
意
清
算
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
い
ま
少
し
こ
れ
を
簡
素
化
し
て
、
会
社
の
自
治
を
広
範
に
認
め
て
も
差
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
在
、
株
式

会
社
法
の
全
面
改
正
作
業
が
進
ん
で
い
る
が
、
会
社
の
規
模
に
応
じ
て
規
制
を
分
化
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
の
で
、
清
算
手
続
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

株
式
会
社
の
清
算
手
続
に
関
す
る
若
干
の
問
題

二
一
三
　
　
く
一
五
七
一
）


